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業
平
邸
跡
に
建
立
と
伝
承

在
原
神
社
（
天
理
市
）

莢莢

莢莢

在
原
神
社
本
殿
‖
天
理
市
櫟
本
町
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
天
理
市
櫟
本
町
市
場
垣
内

（
祭
神
）
阿
保
親
王
、
在
原
業
平

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
櫟
本
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
例
祭
）
４
月

日
「
業
平
祭
」

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
な
し

（
電
話
）
な
し

在
原
神
社
は
天
理
市
北
部

の
櫟
本
町
に
鎮
座
し
ま
す
。

創
建
に
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
８
８
０
年
５
月

日
に

在
原
業
平
が
病
没
し
た
た

め
、
そ
の
邸
を
寺
に
し
て
在

原
寺
と
号
し
た
と
伝
わ
り
ま

す
。後
に
神
社
も
設
け
ら
れ
、

江
戸
時
代
に
は

本
堂

庫

裏

楼
門
等
が
あ
り

在
原
千

軒
と
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
が
、
明
治
元
年

の
神
仏
分
離
令
に
よ
り
在
原

神
社
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

ご
祭
神
は
、
在
原
業
平
と

そ
の
父
で
あ
る
阿
保
親
王

（
第
五
十
一
代
平
城
天
皇
の

第
一
皇
子
）
で
す
。
皇
統
が

嵯
峨
天
皇
に
移
っ
た
た
め
業

平
は
８
２
６
年
に
兄
の
行
平

ら
と
共
に
臣
籍
降
下
し
、
在

原
姓
を
名
乗
り
ま
す
。

そ
の
情
熱
的
な
作
風
の
歌

に
よ
り
「
六
歌
仙
」
に
名
を

連
ね
、
時
代
を
代
表
す
る
歌

の
読
み
手
と
な
り
ま
す
。

ま
た
業
平
は
、
日
本
最
古

の
歌
物
語
と
い
わ
れ
た
『
伊

勢
物
語
』
の
モ
デ
ル
と
も
、

作
者
で
あ
っ
た
と
も
伝
わ
り

ま
す
。
境
内
に
は
、
伊
勢
物

語
に
登
場
す
る
「
筒
井
筒
の

井
戸
」
や
謡
曲
『
焉
』
に
歌

わ
れ
た
「
夫
婦
竹
」
な
ど
も

見
え
、
文
学
に
長
け
た
業
平

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
年
４
月

日
に
例
祭
の

｢
業
平
祭
｣
が
行
わ
れ
、
本
殿

前
に
は
祭
神
の
阿
保
親
王
像

と
業
平
像
が
祭
ら
れ
、
美
男

の
誉
れ
高
い
業
平
と
の
ご
対

面
が
か
な
い
ま
す
。
奇
し
く

も
来
年
２
０
２
５
年
は
、
業

平
生
誕
１
２
０
０
年
の
特
別

な
年
を
迎
え
「
業
平
祭
」
も

に
ぎ
わ
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

西
川
年
文
）


